
地域医療連携広報誌

ニュースレター

私たちの理念

病院執行部体制 私たちのめざす医療

人と地球にやさしい、生命を慈しむ医療

１．患者中心の医療病　院　長　　　志波　直人　
副　院　長　　　鳥村　拓司
　　　　　　　　田中　芳明
　　　　　　　　渡邊　　浩　
　　　　　　　　福本　義弘
　　　　　　　　髙須　　修
　　　　　　　　赤木　由人
　　　　　　　　野村　政壽
　　　　　　　　上野　知昭

生命の尊さにもとづき、患者や家族の権利を尊重し、
心のかよう医療を行います。

い の ち

２．共生の医療
地球環境にやさしい共生の医療をめざします。

３．高度で安全なチーム医療
安全性を確保し、高度で専門的なチーム医療の確立を
めざします。

４．地域と共に歩む医療
地域医療機関との連携を密にした、継続性のある医療を
行います。

５．優れた医療人の育成
教育機関として高水準の医療技術と思いやりを備えた医療人
の育成に努めます。

　久留米大学病院心臓・血管内科は、1958（昭和33）年に
わが国における循環器病学講座の草分け的存在として開講し
ました。
　その後60数年たった今、循環器診療も大きな進歩を遂げ
ております。現在心臓・血管内科では、外来患者数：延べ2.5
万人/年、入院患者数：1,500名/年の症例を診療しており、
その内容も循環器分野の多岐にわたるようになりました。高
血圧、脂質異常症、糖尿病といった生活習慣病に始まり、虚
血性心疾患、不整脈、心不全、心筋症、肺高血圧症、弁膜症、

大血管・末梢血管疾患などの循環器疾患までをカバーし、最近ではがん関連循環器疾患
も診療しております。心臓カテーテル検査室では、スタンダードな心臓カテーテル検査
から、冠動脈カテーテルインターベンション治療、心房細動などに対するカテーテルア
ブレーション、経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）、慢性肺動脈血栓性肺高血圧症
（CTEPH）に対するバルーン肺動脈形成術（BPA）まで最先端の治療を行っております。
　このような状況から、症例数も増加の一途を辿っており、現在の心臓カテーテル検査
室２室では不足して参りました。急患や医師の働き方改革にも対応するため、現在の２
室を３室に増室し、さらなる検査・治療数の増加に備えたいと思っております。
　これからも、「地域医療に貢献できる病院」として邁進して参ります。引き続き、皆
様の温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。

� 令和３年７月���　　　　　　　��
� 久留米大学病院　心臓・血管内科
� 主任教授　福本　義弘����　　　

心臓カテーテル検査室増室



うつ病に対する新規治療：反復経頭蓋磁気刺激療法（rTMS）の紹介

� 久留米大学神経精神医学講座����　　　　　　　　
� 久留米大学高次脳疾患研究所　講師�　佐藤　　守

　反復経頭蓋磁気刺激装置（rTMS）は、既存の抗うつ薬による十分な薬物療法によっ
ても効果が認められない中等症以上の成人うつ病患者に適応される新規治療のひとつで
す。本邦では2019年６月に保険適応となり、徐々に治療や研究の分野で広く臨床応用
されてきております。原理としては、治療コイルから流れる電流によって形成される磁
場変動に伴う過電流を利用し、大脳皮質（主に左背外側前頭前野）の神経軸索を刺激し
て活動性を変化させるというものです（図参照）。治療効果としては、一般のうつ病患
者では約３割が抗うつ薬への反応が乏しく、その非反応例のうち３～４割がrTMS療法
に反応するとされております。頻度の高い有害事象として、頭痛（約10％）や刺激部
の不快感（約30%）などが報告されていますが、重篤な副作用の報告は少なく（けい
れん発作0.1%未満）、安全性が高いことも特徴です。禁忌事項は、人工内耳、磁性体ク
リップ、心臓ペースメーカーなどの存在です。治療にかかる期間は、１回40分、週に
５日、合計25～ 30回を目安に施行していきます。
　当院精神科では令和３年７月よりrTMS療法を開始する予定としておりますが、当院
では原則入院での治療を行うこととしております。「薬を飲んでもなかなか治らない」、
「副作用ばかりでて困る」など、様々なお悩みで困っているうつ病患者さんへの一助と
なればと思っております。ご希望の患者さんがいらっしゃればお気軽にご紹介頂ければ
幸甚です。

＜お問合せ＞　　　　　　　　　
久留米大学病院精神神経科　��　��
TEL：0942-31-7613��　　　　
（月～金曜日�８：30～ 17：00）

TOPICS 1



TOPICS 2
「診療費後払いサービス」と「診療待ち番号確認サービス」の運用を開始しました

～スマホアプリによる患者さんの利便性向上を目指します～
　久留米大学病院では、患者さんの利便性向上を目的に、スマートフォンアプリを活用した「診療費後
払いサービス」と「診療待ち番号確認サービス」の運用を開始しました。
　「診療費後払い」は、診察前に患者さんが後払い利用申請を行うことで、診察終了後、会計計算を待
たずにそのまま帰宅することが可能となるサービスです。支払いは、アプリのクレジットカード決済と
なりますが、領収書や診療明細書はアプリ内で確認できる仕組みとなっているため、領収書等を紛失す
る恐れもなくなります。
　「診療待ち番号確認」は、受付番号の診察待ち状況をアプリ内で確認できるサービスです。患者さんは、
診察までの待ち時間を有効に活用することができるとともに、待合スペース等の混雑緩和にも繋がります。
　久留米大学病院では、これらのサービスを含め、引き続き患者さんの利便性向上に努めてまいります。
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（編集・発行）久留米大学病院医療連携センター
電話　0942-31-7637　　E-mail　renkei@kurume-u.ac.jp

久留米大学病院『紹介予約センター』のご案内

　医療機関の先生方、医療機関ご担当の皆様におかれましては、平素より当院紹介予約
センターをご利用いただきお礼申し上げます。

　予約専用フリーダイヤル
　　電話：0800－200－4897　　FAX：0800－200－9489
� ※非通知設定されている場合は、頭に「186」をつけてください　
�
　紹介予約センター　直通
　　電話：0942－27－5673　���　FAX：0942－31－7897
� ※スマートフォン・携帯電話の場合は、こちらにお電話ください　

患者さんご紹介の際には「紹介予約センター」をご利用ください

令和３年９月23日（木・祝）は、開院いたします。
　どうぞよろしくお願い致します。

久留米大学病院　紹介予約センター　受診予約対応表
診療科 FAX 医療機関からの電話 患者直接予約

消化器病センター
　・消化器内科 〇 　��〇��※ ×
　・消化器外科 〇 　��〇��※ ×
肝がんセンター 〇 　��〇��※ ×
循環器病センター
　・心臓血管内科 〇 　��〇��※ ×
　・心臓血管外科（心臓グループ） 〇 〇 ×
　・心臓血管外科（血管グループ） 〇 〇 ×
呼吸器病センター 〇 〇 〇
内科総合外来
　・脳神経内科 〇 〇 〇
　・腎臓内科 〇 〇 〇
　・血液・腫瘍内科 〇 〇 ×
　・膠原病内科 〇 〇 〇
　・がん集学治療センター 〇 　��〇��※ ×
　・感染制御科 〇 〇 〇
　・遺伝外来 〇 　��〇��※ ×
　・睡眠医療外来 〇 　��〇��※ ×
　・もの忘れ外来 〇 　��〇��※ ×

診療科 FAX 医療機関からの電話 患者直接予約
乳腺外科・一般外科総合外来 〇 〇 〇
脳神経外科 〇 〇 ×
産科 〇 〇 ×
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 〇 〇 ×
皮膚科 〇 〇 ×
泌尿器科 〇 〇 〇
整形外科 〇 　��〇��※ ×
歯科口腔医療センター 〇 〇 〇
形成外科・顎顔面外科 〇 〇 ×
緩和ケアセンター 〇 　��〇��※ 〇
内分泌代謝内科・糖尿病センター 〇 〇 〇
小児外科 〇 〇 〇
小児科 〇 　��〇��※ ×
婦人科 〇 　��〇��※ ×
麻酔科 〇 　��〇��※ ×
眼科 〇 　��〇��※ ×
精神神経科 〇 　��〇��※ ×
放射線科 〇 　��〇��※ ×

※症状・状況によってはＦＡＸ対応になる場合がございます。
　ご不明な点がございましたら、紹介予約センターにお尋ねください。

※詳細なご予約方法につきましては、当院より発行いたしております「久留米大学病院外来担当医・専
門領域一覧表」や、久留米大学病院ホームページ（http://www.hosp.kurume-u.ac.jｐ）をご覧く
ださい。


